
【11 月行事予定表】 
令和 8 年度／下校時間 19 時 

日 曜 給食 附属中学校 附属高等学校 S

B 

1 日    

2 月 ○  

 
【高 3】アルバム顔写真撮影予備日 

（放課後，@多目的ホール） 

 

3 火  文化の日  

4 水 ○    

5 木 ○ 午前 授業(木①～④)／午後 校内陸上準備 ☆ 

6 金               校内陸上競技大会、日本語検定（放課後） ☆ 

7 土  土曜休業日  

8 日    

9 月 ○    

10 火 ○ 【中学評議員】第２回給食委員会 
（14:40～，＠食堂） 

 
 

11 水 ○    

12 木 ○ 11/6(金)陸上競技大会実施：午前 授業(木①～④)／午後 授業なし 

11/6(金)雨天延期時   ：午前 授業(木①～④)／午後 校内陸上準備（予備日） 
☆ 

13 金 ○ 11/6(金)雨天延期時   ：校内陸上競技大会（予備日） ☆ 

14 土  土曜休業日 

登校不可 ※昭和薬科大学  指定校推薦入試（沖縄会場）  

 

15 日  登校不可 ※昭和薬科大学    公募推薦入試（沖縄会場）  

16 月 ○    

17 火  期末考査① ☆ 

18 水  期末考査② ☆ 

19 木  期末考査➂ ☆ 

20 金  期末考査④ ☆ 

21 土  自宅学習（考査復習日）  

22 日    

23 月      勤労感謝の日  

24 火 ○    

25 水 ○ 【中 3】スタサプ到達度テスト 
(①～④) 

  

26 木 ○    

27 金 ○    

28 土     

29 日    

30 月 ○ 《短縮》 《短縮》【高 3】三者面談開始 ☆ 

※SB（スクールバス）欄の☆は特別運行日です。本校 HP でご確認下さい。 



 

■学校だより 

遠くなって、近くなるもの 

教務部主任 山鹿勝廣 

 この夏、テレビ越しに見る甲子園は、いつもとは少

し違っていた。画面に映っていたのは、私が高校時代

の３年間を過ごした熊本・有明高校の選手たち。創

部 30 年にして初めてつかんだ甲子園の舞台で、後輩

たちが躍動していた。 

 私は福岡で生まれ育った。大学卒業後は社会人を

経て母校の野球部コーチとなり、その後、長崎日大高

校でも指導に携わった。2017 年に本校へ赴任してか

ら、今年で 10 年目になる。こうして振り返ると、野

球を通じて本当に多くの人と出会い、支えられてき

たことを感じる。 

 有明高校の甲子園出場は、私たち卒業生にとって

長年の悲願だった。その喜びの一方で、熊本は 7 月

に大きな地震に見舞われた。選手や関係者の中にも、

家族が被災した人がいたと聞いている。そうした中

で迎えた甲子園。初戦を逆転で制すると、続く長崎日

大との一戦にも勝利し、初出場ながらベスト 8 まで

勝ち進んだ。準々決勝では延長 10 回の末、0 対 1 で

惜しくも敗れたが、最後まで粘り強く戦う姿が印象

に残った。この「有明旋風」は被災した人々にとって

も、彼らの活躍は明るい話題になったのではないだ

ろうか。 

 2 回戦の相手が長崎日大だったことには、不思議な

縁を感じた。長崎日大も、かつて指導に携わった思い

出深い学校である。どちらにも思い入れがあり、何と

も複雑な気持ちだったが、それ以上に楽しみな対戦

だった。試合が始まると、両チームの選手が懸命にプ

レーする姿に、いつの間にか引き込まれていた。 

 大会期間中、高校時代の同級生から SNS を通じて

次々と連絡が届いた。普段はほとんどやり取りのな

い友人とも、試合の展開に一喜一憂し、高校時代に戻

ったような気分で言葉を交わした。高校を卒業して

から随分と時間がたち、互いに暮らす場所も離れて

しまった。それでも、同じ試合を見ながら、あの頃と

同じように喜んだり悔しがったりできることが、何 

 

だかうれしかった。 

 そんなやり取りを重ねるうちに、遠く離れたはず

の熊本が、いつの間にか以前よりも身近に感じられ

るようになっていた。 

 私の生まれ故郷は福岡だ。それでも、高校時代を過

ごした熊本には、今も特別な思いがある。毎日の練習

や仲間との何気ない会話、当時お世話になった人た

ちのこと。あの頃は目の前のことで精いっぱいで、そ

んな日々を特別だと感じることもなかった。しかし、

離れて長い年月がたった今、ふとしたきっかけで当

時の記憶がよみがえり、懐かしさとともに温かい気

持ちになる。私にとって熊本は、いつの間にか「第二

のふるさと」になっていたのだと思う。 

 薬科生のみなさんにとって、沖縄はどのような場

所だろうか。 

 毎日通る道、見慣れた街並み、家族や友人と過ごす

時間。今は当たり前にあるものばかりで、そのありが

たさを意識することは少ないかもしれない。これか

ら先、進学や就職を機に沖縄を離れ、新しい土地で暮

らす人も多いだろう。そこでの生活は、新しい発見や

出会いに満ちている一方、慣れない環境に戸惑うこ

ともあるはずだ。そんなとき、ふと沖縄の風景や、薬

科で過ごした日々を懐かしく思い出すことがあるか

もしれない。 

 私自身、高校時代を過ごしていた頃は、何十年も

たってから母校の甲子園出場にこれほど心を動かさ

れるとは思ってもみなかった。離れて暮らすように

なり、年月を重ねたからこそ、気づけたことなのだ

ろう。 

 今、みなさんが過ごしている何気ない毎日も、いつ

か遠く離れた場所で振り返ったとき、今とは違った

意味を持つのかもしれない。 

 この夏、後輩たちの姿を見つめながら、そんなこと

を考えていた。そして、来年の夏は私たちが「薬科旋

風」を巻き起こしたいと、監督としての思いも新たに

した。
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【進路指導部より】 

１．必修模試（11 月実施）  ※実施日の変更があった場合は Google classroom 等でお知らせします。 

 
 

２．希望制模試 （11 月実施分の模試と申し込み〆切が 11 月中の分を掲載します） 

 
 

３．奨学金の募集について （9 月 12 日～10 月 11 日に到着した奨学金の案内） 

①【コカ・コーラ教育・環境財団】…コカ・コーラ奨学生   …［高三／給付］ 

②【うるま市育英会】…うるま市育英会貸費生        …［高三／貸与］ 

＊学校に送付された奨学金の案内は、進路指導室横に掲示し、また、「クラスルーム」ででも告知

します。 

＊各大学の入学前予約奨学金（例…お茶の水女子大学予約型奨学金、関西大学入学前予約奨学金、

等）、対象が限定されている奨学金（例…沖縄県臨床検査技師会「ひまわり奨学金」、中央畜産

会「産業動物獣医師修学資金制度」、等）については進路指導室横に掲示のみします。 

＊各奨学金の応募資格・応募方法・募集期間・内容などの詳細については、進路指導室横に掲示

する「募集要項」or 団体ＨＰに掲示する「募集要項」で確認して下さい。 

＊自分が借りる or 貰う奨学金に関する質問は、まずは生徒本人が直接進路指導室で訊ねて下さ

い。 

 

【事務室より】 

◎希望制模試受験料などを 11 月 10 日(火)に口座振替いたします。手数料 99 円を含めた振替額

を事前に口座へご用意ください。なお、受験料等の詳細については生徒にご確認ください。 

学年 業者 試験名 方式 実施日

中３ リクルート スタディサプリ到達度テスト(秋) マーク 11/25（水）

学年 業者 模試名 方式 実施日 受験料 申込期間

中3 駿台 中3駿台全国模試 記述 11/1(日) ¥3,800 申込終了

高1 河合塾 第３回全統高１模試 記述 11/1(日) ¥3,710 申込終了

高2 駿台/Z会 高2アドバンスト（添削指導付き） 記述 11/1(日) ¥5,500 申込終了

高3 駿台/Z会 第2回東大入試実戦模試 記述 11/7・8(土・日) ¥6,400 申込終了

高3 駿台/Z会 第2回京大入試実戦模試 記述 11/7・8(土・日) ¥6,400 申込終了

高3 河合塾 阪大入試オープン 記述 11/8(日) ¥6,510 申込終了

高3 河合塾 九大入試オープン 記述 11/8(日) ¥6,510 申込終了

高3 河合塾 第2回名大入試オープン 記述 11/8(日) ¥6,510 申込終了

高3 河合塾 一橋大入試オープン 記述 11/8(日) ¥6,510 申込終了

高3 河合塾 東京科学大入試オープン 記述 11/8(日) ¥6,510 申込終了

高3 河合塾 全統プレ共通テスト マーク 11/21・22(土・日) ¥4,610 申込終了

高1 駿台 第3回高1駿台全国模試 記述 1/9(土) ¥3,800 11/30(月)～12/4(金)

高2 駿台 第3回高2駿台全国模試 記述 1/9(土) ¥3,800 11/30(月)～12/4(金)



【編集後記】 

 夏の強い日差しがやわらぎ、吹き抜ける風に心地よい涼しさを感じる季節となりました。11 月は校

内陸上準備大会や期末考査など、仲間と力を合わせ、自分自身の努力と向き合う機会が続きます。 

 今月の巻頭言を読み、時が流れ、遠く離れて初めて見えてくる景色があるのだと感じました。教室に

響く笑い声、友人と交わした何気ない言葉、夢中になって取り組んだ日々。そのときは特別だと思わな

かった出来事ほど、年月を重ねるうちに、不思議と鮮やかによみがえることがあります。思い出は、過

ぎ去った時間の中にだけあるのではなく、今この瞬間にも、静かに生まれているのかもしれません。そ

う考えると、いつもの教室も、見慣れた帰り道も、少し違った景色に見えてきます。 

 何かを成し遂げた日も、思うようにいかなかった日も、誰かと笑い合った時間も、すべてが自分だけ

の物語の一ページ。いつか懐かしく振り返るその日、今日の自分を少し誇らしく思えるように。今とい

う時間を、もう少し丁寧に、もう少し自分らしく重ねていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


